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研究成果の概要（和文）：本研究の結果，以下の3つの知見を得た。1.街路樹の強剪定を中心とした市民要望
は，テキストマイニングを用いて構造化できる。その結果を維持管理方針の立案に反映させることは有益であ
る。2.市民要望は土地利用毎に異なる傾向をみせた。住居系土地利用では官民市民協働による居住環境の質を高
めること，住工混合土地利用では商業空間の価値向上を踏まえた管理の役割分担，住工混合土地利用では低管理
型の整備を基にした事業者の理解と協力が必要である。3.市民要望が多い路線においても，一般住民の街路樹へ
の不満は特に大きくなく，今後の参加意欲や興味に至る意識構造を持っている。

研究成果の概要（英文）：As a result of this research, the following three findings were obtained. 1.
 Citizen’s demands that composed of heavy pruning street trees can be structured by text mining 
tools. It’s beneficial that reflect this result on constructing maintenance policy. 2. Citizen’s 
demands showed different tendency on each land use. It’s necessary to co-operation maintaining 
street trees that upgrading quality of residential environment by co-operation on residential land 
use, sharing of roles about maintaining street trees based on updating values of commercial spaces 
on residential and commercial land use, comprehension and collaboration to maintaining street trees 
based on maintenance saving on residential and industrial land use. 3. On the streets that have many
 citizen’s demands, common residents have few disapproval for street trees, and have consciousness 
that leading to desire and interesting for participation in maintaining street trees.

研究分野： 緑地計画

キーワード： 街路樹　維持管理　市民要望　協働型育成計画

  ２版

平成



１．研究開始当初の背景 
我が国の街路樹は，美しい都市景観の主要

素として期待されるが，市民要望等の社会的
要因，剪定技術の低下等の技術的要因，予算
削減等の経済的要因，街路空間における生育
環境要因，単年度工事や評価の不備等の制度
上の要因によって，欧米諸国のものより未発
達な状況にある（日本造園建設業協会，2007）。
近年は計画的な街路樹の維持管理に取り組
む自治体が増えている一方で，特に市民から
管理者に強剪定や伐採等を含む要望が直接
届き，住民－担当者間で個別に処理されるこ
との影響の大きさが指摘されている。この市
民要望は個人情報を含むためその内容が公
表されることは無いが，これによってほぼ主
幹のみ残して街路樹が刈り込まれるなど，都
市景観の悪化に多大な影響を及ぼしている。 
良好な街路樹の形成に向けた既往研究と

して生育環境要因に関するものは多く存在
し（柳瀬ら・2013，細野ら・2013，高橋ら・
2008 など），技術的要因については施工業界
を中心に多くのマニュアルと人材育成事業
が実施されている。しかし社会的要因に関す
る研究としては，街路樹と都市住民の関わり
や（工藤ら・2008），市民の植枡利用が街路
樹に与える影響を述べたものがあるが（松井
ら・2006），管理者である行政による維持管
理を含めた内容は論じられていない状況に
ある。行政による街路樹の維持管理に様々な
影響を与える市民要望は，単純に数値化でき
るものでなく，質的な把握と包括的な評価が
必要であり，その結果をもって維持管理を最
適化させる手法が求められる。 
また，苦情が多くを占める市民要望にも，

自分達ができることを確認する，地域組織で
今後の対応を話しあう等，協働に発展しうる
意見が含まれている。近年は公的な空間にも
地域団体や事業者が関与し，維持管理を通し
た良好な景観形成や場の活用を推進する事
例が多く見られる（赤澤ら・2013，赤澤ら・
2011 など）ことから，前述した市民要望の質
的な把握と包括的な評価ができれば市民と
共に街路樹景観を育成できる可能性がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では行政に届けられた街路樹に対す

る大量の市民要望と行政対応を質的に分析
し，発現した街路樹景観を評価することを通
じて，街路樹景観に対する市民要望の正・負
の影響を包括的に把握する。この結果から，
行政－地域間の協議によって個別の強剪
定・伐採要望を克服する街路樹の維持管理シ
ステムを考察すると共に，地域団体との協働
によって実現する「街路樹景観育成計画」を
構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
■街路樹に対する市民要望の質的分析 
本研究の基盤データとなる街路樹に対す

る市民要望について，テキストデータベース
化した後に，テキスト・マイニングソフトを
用いて分析する。この分析では，まず個々の
キーワードについてテキスト内でどれくら
い重要かという重み（Sij）を出現頻度と出
現のばらつきから計算し（下式（1）），この
個々のキーワードの重みを全テキストに渡
って加え合わせた（下式（2））重要度（Sw）
を算出する。この重要度 Sw の値から，Eades
のスプリングモデル（P. Eades・1984）によ
ってキーワードをクラスタ化することで（右
図参照），街路樹に関する①市民要望の傾向，
②樹種毎の要望内容，③年度ごとの変化を包
括的に把握する。 
S ij = p(w|t)･log{ p(w|t )/P(w)}・・・（1）  
Sw = ΣS ij・・・（2） 
p(w|t) ：テキスト t におけるキーワード w
の出現確率 
p(w) ：全テキストにおけるキーワード w の
出現確率 
対象とする自治体は，個人情報の取り扱い

からデータ入手が難しいことを踏まえ，本研
究組織と関係が深く，一般的な市街地および
街路樹整備の傾向と符合する東大阪市とし
た。 
■市民要望の土地利用毎の空間的・環境的要
因との関係性 
市民要望の質的分析の結果から，土地利用

毎の空間的・環境的要因との関係性を把握し
た。調査対象は，引き続き東大阪市とした。 
■協働による街路樹景観育成計画の枠組み
の基礎調査 
 米国ワシントン州シアトル市およびカリ
フォルニア州サンフランシスコ市にてヒア
リング調査を実施した。 
■市民要望の多い路線における一般沿道住
民の意識構造 
市民要望の多い路線を「問題のある街路

樹」と認識し，強選定などの対応をしている
が，それが一般的な近隣住民の意識，特に今
後の街路樹管理への参加意向にどのような
影響を及ぼすか，アンケート調査を行った。
結果は共分散構造分析で分析した。 
 
 
 
 



４．研究成果 
■平成２７年度 
大阪府東大阪市の街路樹に対する市民要

望カード（2012 年度：171 件，2013 年度：176
件）をテキストデータベース化し，テキスト
マイニングソフトを用いた質的分析を行っ
た。図－１にテキストマイニングによる市民
要望の構造化を示す。 
重要キーワードの抽出およびそれらの関

係性のマッピングの結果として，上位 15 の
重要キーワードが 4～5 のカテゴリに分類さ
れ，多様な業務の中で個々の行政担当者によ
る記録に頼らざるを得ない状況を踏まえて
も，比較的簡易なテキスト分析で市民要望の
全体像を把握できることが明らかとなった。
本研究で採用した手法を用いて，重要キーワ
ードの抽出とマッピングを簡易に行うこと
ができ，今後の市民要望の把握とそれを踏ま
えた街路樹の維持管理方針の立案に有益で
あると考えられる。加えて，本研究で採用し
た手法によって，具体の内容の差異が年度間
でも読み取れることがわかった。本研究では
データの制約上，2 つの年度データ間での比
較しかできなかったが，データの蓄積さえ行
われておれば 10年や 30年といった樹木の生
長スパンでの市民要望の比較検証が可能と
なる。数年で異動することが多い行政職員に
とって，このように中長期に渡った街路樹へ
の市民要望の傾向とそこからわかる街路樹
管理の課題が把握できることは，中長期的な
根拠と展望を持った維持管理計画策定に寄
与するものと考える。 
 これらの結果を地域住民と共有すること
で，数年で異動することが多い行政職員にと
って，中長期に渡った街路樹への市民要望の
傾向とそこからわかる街路樹管理の課題が
把握できる素材となり，中長期的な根拠と展
望を持った維持管理計画策定に寄与するも
のと考える。 
 
■平成２８年度 
 中核市である東大阪市にて，市民要望の多
い街路樹路線を抽出し，その樹木構成と空間
的・環境的要因との関係性を土地利用区分毎
に分析した。表－１に土地利用現況毎の空間
的要因と環境的要因，表－２に土地利用現況
毎の市民要望を示す。 
分析の結果，住居系土地利用に最も市民要

望の数と割合が多く，次いで住商混合土地利
用，住工混合土地利用と少なくなる一方で，
市民要望の内容は土地利用区分毎に異なる
ものであった。このことから，多種の土地利
用が一定規模で存在する中核市では，土地利
用区分を計画単位として，市民要望を基にし
た街路樹の維持管理計画の策定が可能であ
ることが示唆された。具体には，住居系土地
利用では官民市民協働による居住環境の質
を高めること，住工混合土地利用では商業空
間の価値向上を踏まえた利用者の管理にお
ける役割分担，住工混合土地利用では低管理

型の整備を基にした事業者の理解と協力が
必要であると考えられる。 
 また，協働による街路樹景観育成計画の枠
組みの基礎調査として，米国ワシントン州シ
アトル市およびカリフォルニア州サンフラ
ンシスコ市にてヒアリング調査を実施した。
両市では街路樹の６０％から７０％が市民
や事業者によって植栽および管理されてお
り，協働による街路樹管理の先進的な事例で
あった。事業者に対しては，開発に伴う植栽
Code を細かく規定すると共に，デザインを確
認・助言するアドバイザリーボードが権限を
基にして適切に機能していることが明らか
となった。市民に対しても，詳細な植栽およ
び管理のガイドラインを定めると共に，小学
校の環境学習の一環として街路樹に関する
授業を開催し，市民向けの講座を NPO と協力
して実施するなど，管理作業の前段からの官
民市民協働が確認できた。 
 
■平成２９年度 
まず市民要望を把握できた東大阪市にお

いて，市民要望と空間的・環境的要因の関係
性について，路線毎の傾向を調査した。その
結果，都市部における街路樹の維持管理に関
して，「①住居系地区では，良好な居住環境
のために樹種特性に即した維持管理を行う。
②住商混合地区では，多い大型車両や歩 
行者に配慮し，見通し確保や落ち葉清掃，殺
虫など計画な維持管理を行う。③住工混合地
区では，制約が最も大きく車両の見通しに配
慮した低木の維持管理を行う。」といった知
見を得た。 
 続けて，管理者は市民要望の多い路線を
「問題のある街路樹」と認識し，強選定など
の対応をしているが，それが一般的な近隣住
民の意識，特に今後の街路樹管理への参加意
向にどのような影響を及ぼすか，アンケート
調査を行った。その結果，市民要望が多い路
線においても，一般住民の街路樹への不満は
特に大きくなく，むしろ管理に満足しており，
今後の参加意欲や興味に至る意識構造を持
っていることが明らかとなった。 
 以上の結果から，苦情を中心とした市民要
望に直接対応するのではなく，街路樹の正し
い知識を一般市民に伝え，満足度を高める管
理作業を行うことが，官・民・市民協働の街
路樹管理の実現への有効なシナリオである
と言える。これを踏まえて，官・民・市民協
働の維持管理システムを検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ テキストマイニングによる市民要望の構造化 

表－１ 土地利用現況毎の空間的要因と環境的要因 

表－２ 土地利用現況毎の市民要望 
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